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ミクロネシアの旗 
第 7部 ミクロネシアの旗 

 
2006.4.22 

札幌たのしい授業・研究サークル用レポート 
仮説実験授業研究会・北海道・丸山秀一 

[C]Maruyama Shuichi 
 
 ミクロネシアは，「将来の独立」を約束された信託統治領でした

が，その実態は軍事基地と核実験場でしかありませんでした。米

ソは核実験一時停止に合意しましたが，軍産複合体からは「核実

験再開の圧力」がかかっていました。核実験停止派のケネディは

僅差で大統領選を征しました。 
 
 
【問題】 
 核実験停止派のケネディが大統領になったことで，英国やドイ

ツでは，核兵器廃絶を期待したデモが行われました。では，ケネ

ディ就任後の核実験停止会議は，どうなったと思いますか。 
 
予想 
ア 核実験停止条約が結ばれた 
イ 核実験停止期間が延長された 
ウ 特に成果はなかった 
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■世界の失望 
 その 3月の核実験停止会議で米英は「停止期間の三年間延長」
を提案しましたが，完全軍縮という包括的解決を求めるソ連は，

なんら反応しませんでした。 
 核兵器廃絶運動のラッセルなどの世界世論も包括的解決を期待

しており，ポーリング博士は「米国保有の核兵器は 12.5万個あり， 
すぐに使用できる分だけでもソ連全土を焦土にするに必要な量の

16倍ある。ソ連の保有量は米国の半分だが，これも米国を焦土に
するにも多すぎる量だ。恐怖の均衡を終わらせ，全世界を絶滅か

ら救う道は完全軍縮しかない」と演説しました。 
 しかし，ケネディはカストロ政権打倒のため，反政府キューバ

人を支援して，キューバに侵攻させ，失敗しました。また，核実

験停止会議を無視する

フランスは，サハラ砂

漠で 4 回目の核実験を
行いました。これに対

してソ連は，「今後，フ

ランスや西側諸国が核

実験を行った場合は，

ソ連は核実験停止会議

から脱退する」と宣言

しました。そして，ケ

ネディは「核攻撃に備

えて民間防衛（Civil 
Defence）計画を促進す
べきである」という教
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書 を 出 し ま し た 。（「 市 民 防 衛 啓 発 ポ ス タ ー 」 は

http://www.civildefensemuseum.comより） 
 6 月に行われた米ソ首脳会談でも，なんら成果は得られず，そ
の後の「核実験停止は完全軍縮との同時解決が望ましい」とする

ソ連提案に対しても米国は「ソ連提案に反対する。核実験停止会

議の行き詰まり

の責任は，西側に

はない」と回答し

ました。 
 
 
 
 
 
【問題】 
 8 月，ベルリンを東西に分ける壁が構築され，両陣営ともベル
リン周辺で兵力を増強させて緊張が高まりました。では核実験停

止はどうなったでしょうか。 
 
予想 
ア 米ソとも核実験を再開した 
イ 米国のみ再開した 
ウ ソ連のみ再開した 
エ 核実験停止期間が延長された 
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■核実験への理解 
 増強するNATO軍に対して，ソ連は「対抗するため超強力爆弾
の製造に着手した」と核実験再開を宣言して核実験停止会議は無

期休会になり，ソ連は年末までに 32回の核実験を行いました。ま
た米国も「我々も再開する」として，年末までに 10回の地下核実
験を行いました。 
 これに対して，原水爆禁止日本協議会（原水協）の声明は「ソ

連政府のこの異常な措置を執ることを余儀なくさせた今日の国際

情勢の厳しさに対して，特に世論の冷静な注意を喚起し真剣な検

討を要望する」というもので，抗議と言うよりも理解を示したも

のでした。原水協は，「社会主義国の核実験はやむを得ない」とす

る共産党系と，「すべての国の核実験に反対する」という社会党系

に分裂し始めていたのです。 
 そして 10月末，ソ連
は史上最大の威力の水

爆実験を行い，過去最

高の放射能（60万 cpm）
を含んだ雨が日本にも

降り注ぎました。これ

に対してフルシチョフ

は「核実験が健康に有

害であることは科学者

が立証しているが，核

戦争に比べればその危

険度は何百万分の一も

小さい」としながらも
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「今後は大規模の核実験はやらない」と言明しました。 
 
 
【問題】 
 さらにフルシチョフは，再開された核実験停止会議で「大気圏

内，宇宙空間，水中でのすべての核実験を禁止。地下核実験は，

国際管理期間ができるまで停止」を提案しました。  
 では，米国はこの提案に賛成したと思いますか。 
 
予想 
ア 賛成した 
イ 反対した 

 

 
米国民は核戦争臨戦態勢 
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■核シェルター 
 米国は「有効な管理を伴わない核実験禁止は意味がない」と反

対したため，核実験停止会議は再び休会となりました。さらに米

英はソ連の大気圏内核実験に対応するため，大気圏内核実験再開

の準備をする必要がある」との共同声明を出しました。米ライフ

誌は「死の灰に対する最良の防護はシェルター」として「核シェ

ルター特集号」を発行して，「民間防衛」の名の下で米国市民は核

戦争に備えることがブームとなっていきました。 
 その年の国連総会では，「非核保有国が核兵器を製造したり，他

国の核兵器を貯蔵しないように国連の調査を求める」「核兵器保有

国は核兵器の管理権，製造法を他国に与えない」という「核拡散

の防止」が決議されました。 
 

ケネディ大統領 

ケネディは、1961年にアメリカ史上、

最年少の大統領になった。また，初

のカトリックの大統領。大統領に就

任すると、キューバ問題など外交政

策で苦労する。内政でケネディは、

まずアメリカを活性化する政策にと

りくみ、経済不況からの脱出をはかった。また、ストレートに公共サービスや福祉

の向上をうったえ、とくに包括的な公民権法の成立に力をいれた。 

John F. Kennedy Library 

Microsoft(R) Encarta(R) 2006. (C) 1993-2005 Microsoft 

Corporation. All rights reserved. 
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【問題】 
 ケネディが当選した年の国連総会では，「植民地独立付与宣言」

が採択され，アフリカでは 1 年の間に 17 ヵ国が独立していきま
した。また，同年の国連信託統治理事会では，米国に対し「サイ

パンなどマリアナ諸島を米国の一部に組み込もうとする試みから，

米国は手を引かなければならない」という要求が出されました。 
 では就任一年目のケネディは，ミクロネシアをどう扱ったと思

いますか。 
 
予想 
ア 無関心だった 
イ 独立へ向けて援助した 
ウ 併合へ向けて援助した 
エ そのほか 

 

 

市民防衛のバス中吊り広告 
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■米国批判 
 ケネディは，大統領に就任後すぐに命令で「平和部隊」を創設

させました。それは「発展途上国の住民に親米感情を生み出させ

る」のが目的でしたが，ミクロネシアには派遣されませんでした。 
 放射能の残るロンゲラップに帰島した住民たちには，甲状腺異

常やガンによる死者が出ていましたが，AEC報告では「ガンや白
血病は見られず」となっていました。しかし，その年の国連視察

団の報告は，以下のように米国を厳しく批判したものでした。 
① ミクロネシアには，不十分な交通手段しかない。 
② 戦時賠償問題解決に失敗している。 
③ 軍用地収容に対して不十分な補償しかしていない。 
④ マーシャル諸島ミサイル発射実験場で暮らす住民は，劣悪

な生活環境におかれている。 
⑤ 経済開発が不十分。 
⑥ 教育計画が不十分。 
⑦ 住民に対する医療サービスはないに等しい。 

 このように報告書は「米国の統治は財源もなく退歩であり，日

本統治時代は偉大な社会の時代であったと判断できる」とまで述

べていたのでした。 
 米国は伝染病対策も何もしなかったので，翌年は，ミクロネシ

アで天然痘やポリオが大流行しました。ポリオによって障害が残

った子どもの写真を見て初めてケネディは「どうなっているのだ」

とミクロネシアに関心を寄せました。それまでミクロネシア統治

予算は年額 800万ドルでしたが，そのほとんどが役人の給与だっ
たのです。 
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【問題】 
 このようなミクロネシアの実態を把握して，ケネディは，どう

したと思いますか。 
 
予想 
ア 独立させようとした 
イ 併合しようとした 
ウ そのほか 

 

 
フルシチョフ 

1953年にソ連共産党第 1書記となったフルシチョフは、56年の第 20回党大会

でスターリン批判をおこない、58年には首相にも就任した。フルシチョフは米ソ共

存外交を展開したが、他方では中国との対立を深め、64年、農業政策など政治

的失敗の責任を問われて失脚した。写真は、59年 9月に訪米した際、ニクソン副

大統領(当時)と会談するフルシチョフ。 

UPI / THE BETTMANN ARCHIVE 

Microsoft(R) Encarta(R) 2006. (C) 1993-2005 Microsoft 

Corporation. All rights reserved. 
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ミクロネシアへの行政投入費
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■併合へ 
 1962年 4月，ケネディは「ミクロネシアとの恒久的関係を確立
する」という「国家安全行動覚書」という機密文書に署名しまし

た。それは「米国はミクロネシアを手放すことはできない。その

ために〈住民が自発的に米国との併合を望む〉という形にしなけ

ればならない」というものでした。 
 ミクロネシア統治予算は，一気に倍になりました。それまで全

くなかった公立学校も，各地に建設され，徹底した米国化教育が

行われるようになりました。また病院も各地に開設され，交通機

関も整備されていきました。そして，1966年からは「平和部隊」
も送り込まれました。 



 211 

 そして，海軍管轄下に置かれていたサイパンを，ほかの地域と

同じく内務省管轄下に移し，ここにミクロネシアは，マリアナ，

マーシャル，パラオ，ポナペ，トラック，ヤップの 6地区から構
成されることになりました。 
 
 
【問題】 
 地下核実験を再開し「ソ連に対抗して大気圏内核実験の用意を

する必要がある」とした米国は，死の灰を降らせることになる大

気圏内核実験も再開したと思いますか。 
 
予想 
ア 再開した 
イ 地下核実験のみ行った 
ウ そのほか 
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■電磁パルス 
 ケネディが 3月に「大気圏内核実験を再開する予定」と発表す
ると，ソ連は非難声明を出しました。また，ニューヨークや日本，

英国では抗議デモが行われました。国連放射能科学委員会は「核

実験による放射能被害に対する有効な手段がない以上，核実験停

止が必要」と発表しました。 
 しかし，ソ連が超大型水爆を開発したことで，米国は〈核開発

で後れを取っている〉と感じていたのです。米国は，超大型水爆

の実験をミクロネシアで行う予定でしたが，ミクロネシアには残

留放射能が多く，正確な実験ができないため，英領クリスマス島

と米領ジョンストン島で行うことにしました。そして，4 月に米
国は大気圏内核実験を再開し，7 月までに 24 回の核実験を行い，
原潜からの戦略核ミサイル技術も確立しました。 
 「超超高空核爆発を行うとバンアレン帯に穴が空く」との天文

学者の警告を無視して，米国は超超高空での核実験も，その年 9
回行いました。そのうち三回は，実験に失敗し，発射直後に爆破

したため，放射性物質が周辺に落下したり，多数の兵士が放射能

汚染にさらされたりする事態となりました。また，450 キロ上空
での核爆発に成功したとき，電離層に影響を与えて，巨大な電磁

パルスが発生し，1200キロ離れたハワイ諸島で街灯が点滅したり，
火災報知器などが突然作動したりする事態となりました。米原子

力委員会は「この実験でできた電離層の放射能の帯は非常に強力

で，今後数年間存続する可能性がある」と発表しました。 
 このことは「高々度での ICBM迎撃」という戦略に疑問を抱か
せることとなりました。電磁パルスの発生で，米本土の通信も一

時不通になったこともあり，軍は核戦争に対応できるように，通
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信回線に電磁パルスの影響を受けない光ファイバーを導入しまし

た。 
 米国の大気圏内核実験再開で，ソ連は「この実験によってソ連

も核実験でこたえることを余儀なくされた。実験に当たっては死

の灰を減らすあらゆる努力をする」として大気圏内核実験を再開

し，年末までに 41回の実験を行いました。 
 また，7 月にネバダの地下 190m で核実験を行い，巨大なクレ
ーターが出現し，死の灰が降り注ぎました。ユタ州で通常の 100
倍の放射線が検出され，全米公衆衛生局は，「米東北部地域のミル

クに放射性物質が急増」とレポートしました。 
 
 
【問題】 
 1962年 10月のキューバ危機は，米ソが核戦争になる一歩手前
までいった事件でした。11月の国連総会では，「来年 1月 1日ま
で，すべての核実験を停止すること」が決議されました。 
 それでは，核保有国はこの決議に従ったと思いますか。 
 
予想 
 ア すべての核保有国が従った 
 イ 従わない国もあった 
 ウ そのほか 
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■束の間の 
 「核実験停止決議」は，賛成 81，反対 0，棄権 25 で採択され
ました。キューバ代表は「核実験停止だけでは真の解決にならな

い。海外にある米ソのすべての軍事基地を全廃すべき」と述べま

した。 
 この短期間の核実験停止決議は，すべての核保有国によって守

られました。しかし，期限切れの二日後，フランスのド・ゴール

は「仏領ポリネシアで核実験を行う予定」と発表しました。ポリ

ネシア議会は，すぐさま核実験停止決議をだしましたが，ド・ゴ

ールは「我々は 1962 年 5 月以来，広島型原爆の三倍強力な小型
原爆を一個所有している。爆撃機に搭載するこの種の原爆の生産

を今年より開始する」と宣言したのです。米国も 2月より，地下
核実験を再開しましたが，ソ連は核実験を凍結したままでした。 
 また日本では米原潜の日本寄港を政府が認めたことに，原水協

や日本学術会議が反対していました。米国は「安保条約により寄

港できるが，国民感情を配慮して打診しているのだ」として，日

本原子力委員会は「寄港はやむを得ない。事故が起こった場合は

原子炉災害法に基づく」としました。 
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【問題】 
 1963年 5月，民主党上院議員 30名が「核実験停止協定をソ連
と結ぶ決議案」を上院に提出。ケネディも「核実験停止実現に努

力しよう。今年締結できなければ，核が拡散し世界が破滅する」

とする書簡をフルシチョフに出しました。 
 では，その年，核実験停止条約が結ばれたと思いますか。 
 
予想 
ア 締結された 
イ 締結されなかった 

 
 
 
 
 
 
Operation Storax 

Time: 17:00 6 July 1962 (GMT) 
Location: Nevada 
Test Height and Type:  

Subsurface, -635 
feet 
Yield: 104 kt 

 
地表近くの「地下核実験」と，それによりできたクレーター。

死の灰はユタ州に降った。 
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■部分的核実験禁止条約 
 7月，米英ソは部分的核実験停止条約（PTBT= Partial Test Ban 
Treaty）に仮調印しました。「部分的」というのは「地下核実験の
み許可」ということです。 
 この条約は米英ソだけでなく，多くの国の調印を求めたもので

した。カナダやオーストラリアは，すぐさま調印の意思を表明し

ましたが，日本は「各国の様子を見てから」と慎重でした。 
 8月の正式調印式では，日本を含め 34ヵ国が調印しました。し
かし，フランスは「この条約には拘束されない」として，中国は

「我が国は，近い将来核兵器を持つ。この停止条約は米国の軍備

拡張の妨げにはならない」として調印を拒否しました。 
 学術会議の湯川秀樹は「歴史の歯車は正しい方向に回り出した」

と歓迎し，福竜丸の久保山愛吉夫人も「なによりも死んだ夫が喜

んでいる。犠牲者は久保山だけでたくさん」と述べました。 
 
 
【問題】 
 では，米ソは核実験をしなくなったのでしょうか。それとも，

認められた地下核実験をたくさんおこなったのでしょうか。 
 
予想 
ア 核実験をしなくなった 
イ 地下核実験を少しだけ行った 
ウ 地下核実験をたくさん行った 
エ 条約に反する核実験も行った 
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■「安全装置」 
 米国は調印に当たって「条約をソ連が破った場合は，米国もす

ぐに核実験再開するための機能を常時維持する」とする「セーフ

ガード」措置を決めていました。  
 そして，正式調印の一週間後，米国は地下核実験を再開し，そ

の年 14回の実験を行いました。9月の実験では，爆発の衝撃波に
より，ロサンゼルスが大地震のように揺れました。 

9 月，米上院は賛成 79，反対 9 で，この条約を批准しました。 
AEC委員長は「この条約で軍拡が終わるわけでも，我々が直面す
る危機から逃れられるわけでもない」と述べました。当時の米国

の戦略は，「MAD=Mutual Assured Destruction相互確証破壊」
であり，「核攻撃されても，同程度の反撃をする，つまり相手国人

口の 1/3-1/4を壊滅させる能力を持つことで核抑止力とする」とい
うもので，新たな核兵器開発のため，実験を繰り返したのです。 
 10月には，フランスもアルジェリアで核実験を再開しましたが，
この年も，ソ連は核実験を再開しませんでした。 
 

 
ジョンストン島での超

高々度核実験は 1200 キ
ロ離れたホノルルにも電

磁パルスによる障害をも

たらせた。写真は核実験

の爆発で光る夜空。 
1962.7.9 
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【問題】 
 植民地独立付与宣言により，植民地や信託統治領は次々と独立

していき，信託統治領として残っているのは，ミクロネシアだけ

になりました。そこでケネディはソロモン教授を代表とする調査

団をミクロネシアに派遣し，併合のための基本戦略を探らせまし

た。 
 そのソロモンレポートには，「日本が果たす役割」が書かれてい

ましたが，それは何だったと思いますか。 
 
予想 
ア 在日米軍基地の拡大 
イ 日本資本による開発 
ウ 日本の謝罪と賠償 
エ そのほか 

 
1962.6.10 クリスマス島での「ドミニク作戦」核実験 
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■ソロモン報告書 
 この極秘の報告書の主旨は「ミクロネシアを諦めるわけにはい

かないが，信託統治領を持つ国は米国だけになってしまった。圧

力がかかる前に，併合を急がなければならない」ということで，

次のようなことが提案されていました。 
① 併合の方法は，住民投票により米領土とする。 
② そのために，教育公衆衛生の分野で社会水準を満足できる最

低水準まで引き上げる。 
③ また，現在の作物採集による自給経済を開発し，現金収入を

増大させる。 
米国はいままでミクロネシアで資源開発や産業育成をしたこと

は，ありませんでした。それを日本企業に進出させて，日本企業

の資金で進めようとしたのです。これまで封鎖地区として外部か

らの入域を拒んでいたミクロネシアを，軍事施設を除き，日本人

ビジネスマン，技術者，漁民に開放するとしたのです。 
 この報告書がケネディに提出された翌月，ケネディは暗殺され，

副大統領のジョンソンが大統領となりました。 
 
 
【問題】 
 ではジョンソンは，ソロモン報告書に基づいてミクロネシアを

統治したと思いますか。 
予想 
ア ソロモン報告を採用し，親米感情育成に努めた 
イ 真の独立を目指させた 
ウ あまり関心がなかった 
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■カネによる解決 
 米国はこれまで住民を強制移住させて軍事基地建設や核実験を

してきました。しかし，ソロモン報告の後では，金銭による解決

を目指しました。 
 ミサイル実験場のあるクワジェレンでは，米国は地主 52 人と 
1947年に遡って，99年間，総額 75万ドルで借りる契約を結びま
した。その額は，地主一人当たり年間 19ドルで，「契約しなけれ
ば，もっと安い価格で強制収用する」というものでした。しかも，

「立ち退き先」のイーバイ島は，大変狭く，すぐにスラム化して

いきました。 
 また米国議会は「ロンゲラップとウトリックの被爆者に総額

100 万ドルの援助金支払い」を承認し，内務省は，ミクロネシア
に二院制の議会を設置することを命令しました。 
 1965年 7月，ミクロネシア議会が成立しました。そこでは英語
のみが使われ，立法権があったものの，高等弁務官には拒否権が

あり，事実，ほとんどの法案を拒否しました。また高等弁務官に

は法案提出権があり，ミクロネシア議会が拒否した法案でも内務

長官の承認で法律とすることができたのです。 
 
 
【問題】 
 1963年の原水禁世界大会は，社会党系と共産党系がそれぞれ開
催する分裂したものとなりました。翌年には，中国がウラン濃縮

に成功したことで，ソ連も核実験を再開しました。そして，東京

五輪期間中の 10月 16日，中国は核実験に成功し，核保有国とな
りました。 
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 この核実験に対して，日本政府は正式な抗議をしませんでした。

共産党系の原水爆禁止日本協議会（原水協）は「アジアの平和の

ために余儀なくされたことだ」と核実験を承認する声明を出しま

した。では，社会党・総評系の原水爆禁止日本国民会議（原水禁）

は，どんな声明を出しと思いますか。 
 
予想 
 ア 批難した 
 イ 理解を示した 
 ウ 承認した 

 
 
"596" - The Chinese 
Atomic Bomb 
Test: "596"  
Time: 07:00 16 
October 1964 (GMT)
  
Location:  
Lop Nur Test Ground 
Test Height and Type:
 Tower, 102 m
  
Yield: 22 Kt 
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■反核団体の分裂 
 すでに原水爆禁止日本協議会（原水協）からは，民社党系が分

離し，核兵器禁止平和建設国民会議（核禁会議）を結成していま

した。核禁会議は，核実験に対して抗議する声明を出しました。

社会党・総評系の原水爆禁止日本国民会議（原水禁）は，核実験

には抗議したものの，「日本への原子力軍艦寄港承認など，中国が

核開発の必要性を感じていることも認める」と核実験に理解を示

した声明を出しました。日本の反核団体は，そのイデオロギーに

より分裂してしまったのです。 
 この中国の核実験は，ソ連のフルシチョフが失脚した翌日に行

われたもので，周恩来は「我が国の核兵器開発の目的は，核保有

国の独占を破り，核兵器をなくすことである。核兵器保有国と近

く保有国になる国が核兵器使用禁止の首脳会談をすることを提案

する」と述べましたが，米国はこの提案を拒否しました。 
 核実験の翌日，日本で雨の中に放射能が検出され，死の灰は米

国にも降りました。また翌月には，米原子力空母が佐世保に寄港

しました。 
 1965年 1月の米大統領特別委員会報告書では「核兵器拡散は米
国にとって有害である。原発技術の輸出も危険」となっていまし

た。中国とカシミール紛争を抱えるインドも核開発に乗り出し，

フランスの技術供与を受けたイスラエルは，極秘に原爆を開発し

ていました。そこで米国は，核拡散防止条約の成立を国連に働き

かけるのでした。 
 また 3月には，米国はベトナムに地上軍を投入し，ベトナム戦
争はより深刻化していき，米各紙は「米軍原爆使用か」と書き立

てるのでした。 
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 そこで米国の核実験も終わることがありませんでした。地下核

実験では放射能汚染は起きないはずだったのですが，ネバダ核実

験場に近いユタ州南部では，白血病と甲状腺ガンが急増していま

した。 
 カリフォルニア大学の調査で，ロンゲラップの土壌に放射性物

質が蓄積していることが明らかにされました。「一週間，ロンゲラ

ップの椰子の実を食べると，通常の 60 倍のセシウム 137 などを
蓄積することになる」とされたのです。しかし，このことは，島

民には知らされませんでした。 
 
 
【問題】 
 1966年 1月，米爆撃機がスペインの農村に墜落し，積んでいた
水爆からプルトニウムが漏れて，周囲を汚染する事件がありまし

た。この事件で，米国はどんな処置を行ったと思いますか。 
 
予想 
ア 莫大な賠償金を支払った 
イ スペインに核技術を供与した 
ウ 汚染された土壌をすべて交換した 
エ そのほか 
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■補償金と見舞金 
 プルトニウムは放射能を持つだけでなく猛毒の物質です。そこ

で，米国は汚染された土壌 1750 トンを米国の土壌と交換しまし
た。また，放射能による被害は，何年もたってから発症すること

が多いため，米国はスペインが損害賠償権を 30年間留保すること
も認めました。 
 また 1968 年には，米爆撃機がオランダ領グリーンランドに墜
落し，積んでいた水爆のプルトニウムが炎上する事件がありまし

た。このときも米国は汚染された土地 800万トンを回収し，被爆
者ひとりあたり 92万ドルの補償金をを支払いました。 
 しかし，米国は，ミクロネシアでは，汚染された土壌などを，

海に投棄したり，爆発で出来た穴に埋めたりしただけでした。そ

して，ミクロネシアの被爆者には「温情」として，ひとり 1万ド
ルの「見舞金」を支払っただけでした。 
 見舞金を手にしたロンゲラップ住民は，それを散財するしかで

きませんでした。自給自足の生活だったこともありますが，かつ

てのハワイと同じくミクロネシアも「相互扶助」の社会であり，

「他人のものでも使っていないものは，必要な者が勝手に使って

良い」という伝統があったのです。こうして見舞金は，伝統的社

会を破壊するのに役だっだけでした。 
 また 1965 年末には，沖縄沖を航行中の米空母より，水爆を搭
載した戦闘機が転落し 5000mの海底に沈みました。しかしこの事
件は極秘にされました。（事故発覚は 1989年） 
 ミクロネシア議会では，可決した法案のほとんどが高等弁務官

によって拒否されていました。そこで「決議」として，「将来の政

治的地位委員会設置と戦時補償解決を求める決議」を採択しまし
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た。米国は，ミクロネシア議会が「将来の地位を明らかにせよ」

という動きを見せたのを警戒しましたが，法案でなかったため拒

否権を使うことができなかったのです。 
 フランスは独立後のアルジェリアでも 9回の核実験を行い，そ
の後はポリネシアへと実験場を移しました。1966年 7月からの 6
回の実験では，すべて死の灰が生じて，3000キロ先にも降り注ぎ
ました。 
 
 
【問題】 
 その年の国連総会では，「あらゆる核実験を停止する決議」が採

択され，中国とフランスには「部分的核実験停止条約への加盟を

要請」，ソ連と米国には「地下核実験の停止」を求めました。 
 では，核保有国は核実験を停止したでしょうか。 
 
予想 
ア すべての核保有国が実験を停止した 
イ 多くの核保有国が実験を停止した 
ウ 一部の核保有国が実験を停止した 
エ 実験は続けられた 
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■宇宙条約 
 国連決議の一か月後，中国は核実験を行いました。二か月後に

は米国とソ連も核実験を再開，半年後にはフランスも核実験を行

いました。 
 1967年 1月には，「宇宙空間での核兵器の配備を完全禁止する
条約」が日本も含め 27ヵ国が調印して，南極に続いて宇宙空間も
非核地帯となりました。 
 2月には，中南米諸国 14ヵ国が中南米を非核地帯とする条約を
作り，それに核保有国とキューバ以外の国は署名しました。 
 しかし，それ以外での核実験は止まりませんでした。6 月，中
国は，初の水爆実験を行いました。周恩来は「中国は最終的に核

兵器を消滅させるために実験を行っている。中国の核実験の意義

は，米ソによる核兵器の

独占を打ち破ったことに

ある。中国は，決して核

兵器の第 1 使用国にはな
らない」と宣言しました。

中国がわずかな期間で，

フランスよりも先に水爆

を完成させたことは，核

保有国にショックを与え

ました。 
 
 
クリスマス島での米英合

同核実験 1962.6 
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【問題】 
 1967年 10月，米統治下のミクロネシアで初めての「反乱事件」
がありました。ウジェランに暮らしていたエニウエトク住民が，

一年ぶりにやってきた行政府の船が援助食料をほとんど積んでい

なかったため，住民のほぼ全員が船を占拠して，エニウエトクへ

連れ帰るように求めたのです。 
 では，信託統治領政府は，どういう対応をしたと思いますか。 
 
予想 
ア エニウエトクに帰島させた 
イ 軍隊で鎮圧した 
ウ 多量の食料を届けた 
エ そのほか 
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■叛乱 
 日本統治時代にはなかった叛乱が起こりました。統治領政府は，

船に乗っていた役人を人質としてウジェランに残し，船一杯の援

助物資を 2週間後に届けることで，住民と合意し，それを実行し
ました。住民は，強制移住に対する損害賠償と補償も求めていき

ました。 
 また 1969 年には，イーバイ島に移住しているエニウエトクの
土地所有権者たちが高等弁務官に，「すべての住民に補償を与える

こと，さまなくば許可なく故郷に帰る」との最後通牒をつきつけ

ました。米国は，これを無視したため，31名の住民が無断で帰郷
し， 米軍は，エニウエトクでのミサイル実験を中止する事件が

ありました。 
 「ミクロネシアを併合する」という米国の方針は機密でしたか

ら，ミクロネシアの人たちがそれを知ることはありませんでした。

しかし，ミクロネシア側から，こういった自己主張が出てきたこ

とは米国にとって想定外で，困惑していました。翌年のミクロネ

シア議会では「国連に対し日本の戦時補償を促進させることを求

める決議」を採択しました。 
 
 
【問題】 
 1967年，米国はビキニに住民を帰還させるため，ビキニの放射
能調査を行いました。その結果，ビキニの土壌と地元産の食物の

放射線量はそれぞれ米国平均の二倍とε0倍でした。 
 では，米国はどうしたと思いますか。 
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予想 
ア 徹底的な放射能除去作業を始めた 
イ 帰還を取りやめた 
ウ 帰還させた 
エ そのほか 

 
 
 
 
 

 
地下核実験の跡 ネバダ実験場 
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■ビキニ安全宣言 
ビキニ住民は，ずっと帰島を願っていました。米国は，「ビキニ

の放射能は，汚染された土壌をうめるかかき混ぜることによって

平均レベルとなるだろう。地元産食物からの放射能は，地元産食

材の摂取を制限することで近い将来許容レベルになると思われ

る」として再移住を決定しました。 
 そして，ジョンソン大統領は「ビキニ環礁に人が住んでも安全

である」としてビキニ返還を発表しました。米原子力委員会も，

ビキニ核実験場の「汚染除去作業」を続け，1 年後には「安全宣
言」を出しました。 
 
 
【問題】 
 そこで信託統治領政府は，ビキニ住民に帰郷勧告をしました。

では，多くのビキニ住民は故郷の島に戻ったと思いますか。 
 
予想 
ア すぐに帰島した 
イ 帰島しなかった 
ウ 帰島した者としない者に分裂した 
エ そのほか 
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■安全という意味 
 帰郷勧告の翌月（1969年末），住民は高等弁務官に対し，「核実
験による損害賠償 1億ドルを払うか，故郷の島が元通りになるま
では帰郷しない」と宣言しました。そして結局，「協同組合設立基

金 1万ドル」と「信託統治領政府による住民の雇用」を条件に，
帰郷に同意しました。 
しかし，1972年，米科学者は「ビキニでの放射能レベルは，米

科学アカデミー勧告の許容量の 100倍以上である」と警告しまし
た。これに対して原子力委員会は「そんなことはわかっている。

だから住居の床に厚いコンクリートを敷いたのだ」と主張しまし

たが，そのコンクリートは，ビキニの汚染された砂でつくったも

のでしたし，外出するときには無意味なことでした。そういうこ

ともあり，帰島したのは 80名ほどでした。 
 1976年，帰島した住民の尿から通常の 10倍の放射能が検出さ
れましたが，米国は「心配ないレベルだ」としていました。そこ

で帰島する住民も増えて 140名ほどになりました。しかし，住民
の体内の放射能レベルは上昇を続け，翌年には米国は「島の椰子

の実や椰子ガニなどを食べることを禁止」し，「これ以上，帰島す

ることは勧められない，またすでに帰島している者も，早めに他

の島に移住すべきた」としたのです。 
 1978年，米国は「ビキニ住民の再移住と今後ε0年はビキニは
立ち入り禁止とする」と決定しました。住民は，キリ島へ戻るの

を嫌がりましたが，「子どもたちの将来を考えるとやむを得ない」

のでした。ビキニ安全宣言が出されて 10年後，再びビキニは無人
の島となったのです。 
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【問題】 
 ミクロネシア議会は事実上，高等弁務官の諮問機関でしかあり

ませんでした。しかし，そこでは，1962年にミクロネシア評議会
（立法権なし）によって制定されたミクロネシアの旗が，米国に

より正式に承認されました。では，それはどんな旗だったと思い

ますか。 
 これまでミクロネシアを統治したどの国の旗に似ていたでしょ

うか。 
 
予想 
ア スペインの旗に似ていた 
イ ドイツの旗に似ていた 
ウ 日本の旗に似ていた 
エ 米国の旗に似ていた 
オ そのほか 

 
スペイン時代の政府旗・軍旗 
by Luis Miguel Arias 
 

 
ドイツ帝国旗 
by António Martins 
 
 
米国旗 

by Mark Sensen 
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■ミクロネシアの旗 
 ミクロネシアを表す初めての旗は，これまでミクロネシアを支

配したどの国の旗にも似ておらず，国連旗に似ていました。それ

は，国連信託統治領であることを示していましたが，世界平和と

共に，「どこの国の世話にもならない=独立」という気持ちが込め
られていたのかも知れません。6 つの星は，パラオ，トラック，
マーシャル諸島，ヤップ，ポナペ，北マリアナの 6地区を表して
います。 

 
 image by Željko Heimer, 

 
 
 
 
 
国連旗 
by Željko Heimer based 

on images drawn by Graham Bartram 
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 1967年 11月，日米は共同声明で「小笠原諸島の返還」を発表
しました。しかし，同時に「有事の際に米軍が核兵器を貯蔵する

ことを日本が黙認する」という協定が極秘に結ばれていました。 
 ベトナムでは，テト攻勢やソンミ村虐殺事件など泥沼化し，核

実験は相変わらず世界各地で続けられていました。 
 

つづく 
 
■タイトル 
 すっかり「ミクロネシアの旗」というタイトルとは，全く違う

内容になってしまい，変える必要があるのですが，ボク自身がこ

の先どういう内容になってゆくのかわからないので，おしまいま

でいってからタイトルを変更するつもりです。 
 なんかミクロネシアもこのあたりになってくると，映画「地獄

の黙示録」でのドアーズの「The End」という曲がぴったりくる
ような感じです。ボクの職場も，本当に the endです。映画「ラ
スト・サムライ」のように「誇りのある最後」を迎えることは難

しいことです。給料も減らされたしなぁ。 
kasetsu.maruyama@nifty.com 

 
This is the end 

Beautiful friend 

This is the end 

My only friend, the end 

 

It hurts to set you free 
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But you’ll never follow me 

The end of laughter and soft lies 

The end of nights we tried to die 

 

This is the end 
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